
第18回
日本生殖内分泌学会学術集会を迎えて

会 期：平成２５年１２月7日（土）

会 場：シェーンバッハ・サボー
（東京都千代田区平河町２―７―５）

プログラム：
⑴特別講演 「ゲノムインプリンティングの基礎と生殖医療」

演者：佐々木裕之 先生（九州大学・生体防御医学研究所）
⑵シンポジウム 「ライフサイクルと生殖内分泌」
「胎児期・新生児期・乳児期 性分化疾患の基礎と臨床」

長谷川奉延 先生（慶應義塾大学・小児科学）
「思春期 男性低ゴナドトロピン性性腺機能低下症の治療」

田中 敏章 先生（たなか成長クリニック）
「成人期 早発卵巣不全・早発閉経に関する諸問題」

丸山 哲夫 先生（慶應義塾大学・産婦人科学）
「閉経後 周閉経期ならびに閉経後における内分泌とホルモン補充療法」

安井 敏之 先生（徳島大学・生殖補助医療学分野）
⑶ランチョンセミナー 「SGA性低身長と DoHAD」 日本ケミカルリサーチ㈱

演者：堀川 玲子 先生（国立成育医療研究センター・内分泌代謝科）

問い合せ先：第１８回日本生殖内分泌学会学術集会運営事務局
Tel：０３―３２６３―８６８８，Fax：０３―３２６３―８６９３
E-mail：１８jsre@hama-med.ac.jp

この度，第１８回日本生殖内分泌学会学術集会を担当させていただくことになり，大変
光栄に存じます．
本学術集会は，生殖内分泌に関わる産婦人科・泌尿器科・内科・小児科などの幅広い

分野の臨床医と基礎研究者が，最新の知見の発表と情報交換を行う場として大きな役割
を果たしております．特に，近年は，biotechnologyと bioinformaticsの急速な進歩に伴
う cutting edgeを学ぶ場として，ますますその重要性を増してきています．本学術集会
におきましても，そのような役割を十分に果たし，さらに，生殖内分泌学の発展に寄与
できれば幸甚と考えております．
また，本学術集会は，小児科学教室が担当する初めてのものとなります．これを踏ま
えて，新生児内分泌や思春期内分泌のホットトピックを重要なテーマとして掲げたいと
思います．
多数の方のご参加を心よりお待ち申し上げます．

第１８回日本生殖内分泌学会学術集会会長
緒 方 勤
浜松医科大学小児科
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